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1． 結果の概要：20 年の 1 位は台湾、足もとでは中国の評価が高い 

2020 年 7 月に新型コロナウイルスの感染拡大に対する影響について各国の状況を概観するため

に、「コロナ被害」および「経済被害」を数値化した上でランク付けし、10 月および今年 2 月に更

新版を作成してきた1。本稿は 2021年 5月上旬までの状況を踏まえたランキングの更新版である。 

 

前回の更新版で言及した通り、コロナ禍は長期化しすでに 1年以上が経過している。 

そこで今回の更新版の作成にあたっては、2020 年末までの時点でいったんランキングを確定さ

せ、2021年以降の状況に基づいた評価を新たに行っている。 

2020 年の評価については、主に昨年春や冬の感染拡大大期の対応結果が反映されたもの、21 年

以降の評価については、最近のワクチン接種や変異株の流行への対応がより反映されたものとなっ

ていると思われる。 

5月 9日時点までのデータをもとに再評価をしたところ、結果は以下の通りとなった。 

【評価結果】 

・2020年の総合順位は、台湾・韓国・ノルウェーの順に高評価となった。 

・2021年の総合順位（現時点）は、中国、ニュージーランド、ノルウェーの順に高評価となった。 

・21 年の評価が低い国は、21 年 2 月のランキングに続き欧州及び南米に多い。これらの国では

感染者数が多く、また成長率も大きく落ち込んでいる傾向にある。ただし、欧州でも主に北法

では順位の高い国がある。 

 

2． 結果の詳細：変異株の流行とワクチン接種の進展に注目が集まる 

【評価方法（変更点）】 

主な評価方法はこれまでと同じであるが、今回は、2020年の評価を行うにあたって感染者数・死

亡者数を 20 年 12 月 31 日のデータで確定させた。また、将来の感染状況の目安として用いていた

感染拡大率については年末時点での拡大状況を考慮せず、すべて 5.5 点の評価（平均点）とした。

 
1 前回の更新版は高山武士（2020）「新コロナ禍を上手く乗り切っているのはどの国か？－50 か国ランキング（2021年 2 月更新版）」

『経済・金融フラッシュ』2021-02-15。本稿の分析対象国は、前回の対象国（ＭＳＣＩ ＡＣＷＩの指数を構成する 49 カ国・地域）

に加えて、問い合わせの多かったベトナムを加えて 50 か国・地域としている（新規にＭＳＣＩ ＡＣＷＩに追加されたクウェートは

除いている）。また、中国と記載した場合は中国本土を指し香港は除くことし、香港等の地域も含めて「国」と記載する。評価は、「コ

ロナ被害」（感染拡大）と「経済被害」をいずれも小さく抑えている国という観点から実施し、具体的には「コロナ被害」は「①累積

感染者数」「②感染拡大率」「③致死率」のデータ、「経済被害」はコロナ禍によって失われたＧＤＰの損失を推計して評価している。

より詳細な手法については、次のレポートを参照。高山武士（2020）「新型コロナウイルスと各国経済－コロナ禍を上手く乗り切って

いるのはどの国か？49 か国ランキング」『ニッセイ基礎研レター』2020-07-03。 

ニッセイ基礎研究所 2021-05-12 

コロナ禍を上手く乗り切っているの

はどの国か？ 
－50か国ランキング（2021年 5月更新版） 
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経済被害については、20年ＧＤＰの実績値（一部は見込み）を採用している2。 

21 年以降、直近までの評価としては、感染者数・死亡者数を 21年 5 月上旬のデータに更新した

ほか、累積データを求める際に

は 21 年以降の累積数とした3。

「経済被害」の算出のために用

いたＧＤＰ見通しを、主に今年 4

月に公開されたＩＭＦ見通しで

更新している4。 

 

【2020年の結果】 

2020 年の結果は、図表 1 の通

りであり、台湾・韓国・ノルウェ

ーの順に高評価となった。 

これらの国では、感染者数も

少なく、ＧＤＰ損失も小さく抑

えており、「コロナ被害」の抑制

と「経済被害」の抑制を両立して

いる点が共通している。なお、日

本も 5 位であり、他国と比較す

ると相対的に「コロナ被害」も

「経済被害」も小さかったと言

える。 

トルコやアイルランドは「経

済被害」は小さいが、コロナ被害

がやや大きく順位を落としてお

り、一方でニュージーランドや

タイは「コロナ被害」は小さいが

「経済被害」が大きいため順位

が落ちている。ニュージーラン

ドやタイはコロナ禍による移動

制限の影響を大きく受ける観光

関連産業が主要産業の一つであ

るといったことが「経済被害」が

大きくなった要因と言えるだろ

う。 

 
2 前回まではインド・エジプト・パキスタンについては年度ベースのデータを用いていたが、今回は 20 年暦年データの確定値とする

ために、暦年の成長率を推計している。 
3 感染拡大率（＝直近 2 週間の感染者数／累積感染者数）では分母を 21年以降の感染者数としている。また、致死率（＝（21年以降

の死亡者数）／（21年以降の感染者数））の計算では、一部の死亡者については、20 年時点の感染者としてカウントされている可能性

があるが、そうしたズレは考慮していない。 
4 コロナ禍前の 21 年のＧＤＰ見通し（ベースライン）とコロナ禍後の最新の 21年のＧＤＰ見通しを比較している。 

（図表 1） 

 
 

各国のコロナ対応の評価（2020年）
総合評価 コロナ被害 経済被害

点数 感染者数 致死率 ＧＤＰ損失
順位 順位の変化 対1万人 点数 ％ 点数 ％ 点数

台湾 145.0 1 (±0) 0.3 10 0.9 9 1.2 10
韓国 128.3 2 (±0) 11.9 9 1.5 8 ▲ 3.1 10
ノルウェー 123.3 3 (±0) 92.0 7 0.9 9 ▲ 3.1 10
トルコ 108.8 4 (↑2) 262.4 5 0.9 9 ▲ 1.2 10
日本 108.0 5 (↑2) 18.8 9 1.4 8 ▲ 5.5 7
ニュージーランド 108.0 5 (±0) 4.3 10 1.2 8 ▲ 5.5 6
フィンランド 100.0 7 (↑1) 65.3 8 1.6 7 ▲ 4.3 8
ベトナム 99.8 8 (↑1) 0.2 10 2.4 5 ▲ 3.4 9
デンマーク 94.3 9 (↑5) 281.3 5 0.8 9 ▲ 5.1 8
タイ 94.3 9 (↑2) 1.0 10 0.9 9 ▲ 8.8 3
シンガポール 93.0 11 (↑1) 101.6 7 0.0 10 ▲ 6.3 5
パキスタン 89.3 12 (↓2) 23.1 8 2.1 5 ▲ 3.4 9
香港 87.5 13 (±0) 11.7 9 1.7 7 ▲ 7.5 5
マレーシア 77.5 14 (↑1) 34.2 8 0.4 10 ▲ 9.6 2
UAE 77.5 14 (↑5) 187.6 6 0.3 10 ▲ 8.2 4
アイルランド 76.0 16 (±0) 183.2 6 2.4 4 ▲ 1.0 10
ロシア 74.8 17 (±0) 213.0 5 1.8 6 ▲ 4.9 8
サウジアラビア 74.8 17 (±0) 104.3 7 1.7 6 ▲ 5.9 6
イスラエル 69.8 19 (±0) 458.8 2 0.8 10 ▲ 5.3 7
オーストラリア 63.8 20 (↑1) 11.0 9 3.2 2 ▲ 4.6 8
ドイツ 63.3 21 (↑1) 211.7 5 1.9 6 ▲ 5.9 6
スイス 62.5 22 (↑5) 523.1 1 1.7 7 ▲ 4.2 9
カタール 62.0 23 (±0) 513.3 1 0.2 10 ▲ 5.2 7
中国 61.8 24 (±0) 0.6 10 5.4 1 ▲ 3.5 9
オランダ 60.8 25 (↑1) 461.2 2 1.4 8 ▲ 5.3 7
エジプト 58.5 26 (↓2) 13.6 9 5.5 1 ▲ 4.1 9
インド 54.0 27 (↓23) 74.3 7 1.4 8 ▲ 11.3 1
スウェーデン 52.5 28 (±0) 416.2 2 2.0 5 ▲ 4.2 8
ポーランド 52.5 28 (±0) 341.1 4 2.2 5 ▲ 5.6 6
インドネシア 48.8 30 (±0) 27.6 8 3.0 2 ▲ 6.8 5
フィリピン 47.3 31 (±0) 43.5 8 1.9 5 ▲ 14.8 1
カナダ 46.8 32 (±0) 153.7 6 2.7 3 ▲ 7.1 5
米国 46.0 33 (±0) 609.1 1 1.8 6 ▲ 5.4 7
ブラジル 42.8 34 (↑1) 363.1 3 2.5 4 ▲ 6.1 6
南アフリカ 42.5 35 (↓1) 177.2 6 2.7 3 ▲ 7.7 4
ポルトガル 37.5 36 (±0) 403.2 3 1.7 7 ▲ 9.0 3
オーストリア 34.5 37 (±0) 405.4 2 1.7 6 ▲ 8.2 4
メキシコ 32.5 38 (↑3) 110.6 7 8.8 1 ▲ 9.1 3
チェコ 31.3 39 (↓1) 672.0 1 1.6 7 ▲ 8.0 4
ギリシャ 30.0 40 (↑3) 129.8 6 3.5 2 ▲ 10.2 2
ハンガリー 30.0 40 (↓1) 330.7 4 3.0 2 ▲ 8.0 4
チリ 29.8 42 (↓2) 313.0 4 2.7 3 ▲ 8.6 3
コロンビア 28.5 43 (↓1) 322.9 4 2.6 4 ▲ 10.1 2
アルゼンチン 25.5 44 (±0) 358.1 3 2.7 3 ▲ 8.8 3
フランス 23.8 45 (±0) 402.6 3 2.5 4 ▲ 9.4 2
ベルギー 22.5 46 (↑2) 562.7 1 3.0 2 ▲ 7.6 5
イタリア 19.5 47 (↓1) 349.5 4 3.5 1 ▲ 9.3 2
ペルー 19.5 47 (↓1) 303.1 5 3.7 1 ▲ 14.2 1
英国 17.0 49 (±0) 370.1 3 3.0 3 ▲ 11.2 1
スペイン 14.3 50 (±0) 414.8 2 2.6 4 ▲ 12.4 1

（注）感染者数は累積感染者の対人口比（12/31時点、1万人あたりで表示）
　　　感染拡大率は一律5.5点として採点
　　　致死率は累積死亡者の対累積感染者数比率（12/31時点、％表示）
　　　ＧＤＰ損失は、ベースラインからみた現時点での見通しの差分（対ベースラインＧＤＰ比率）
（資料）ジョンズ・ホプキンズ大学、Datastream、各国政府統計等よりニッセイ基礎研究所作成
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低評価の国は、スペインや英国など欧州が目立つ。これは、昨年春の感染拡大初期において、い

ち早く新型コロナが流行してしまったこと、それにより厳しいロックダウンをせざるを得なかった

ことなどが大きく影響していると見られる。また、ペルーやアルゼンチン、コロンビアといった南

米でも「コロナ被害」と「経済被害」の双方の点数が低い国が散見される。 

 

【2021年の結果】 

21年以降、直近まで

のデータを反映させ

た結果は図表 2の通り

である。上位国は中

国・ニュージーラン

ド、ノルウェーとなっ

た。 

20 年の結果で上位

国となった台湾や韓

国は感染拡大率が高

めであることから順

位を落としている。た

だし、累積の感染者数

が多いわけではない

ため、感染者数が少な

い状況が続けばコロ

ナ被害も小さく抑制

できると見られる。 

下位国では、20年で

も順位が低かった南

米や欧州の国が集中

している。欧州ではハ

ンガリーやチェコと

いった東欧の国で順

位を落としている点

も特徴と言える。 

21 年以降の新型コ

ロナウイルスをめぐ

る動向では、変異株の

流行やワクチン接種

の進展が注目されて

いる。 

変異株の流行では、欧州などを中心に昨年末から今年かけて封じ込め政策の強化を余儀なくされ

（図表 2） 

 
 

各国のコロナ対応の評価（2021年）
総合評価 コロナ被害 経済被害

点数 感染者数 感染拡大率 致死率 ＧＤＰ損失
順位 順位の変化 対1万人 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数

中国 180.5 1 (↑23) 0.0 10 4.2 9 0.1 10 ▲ 1.4 9
ニュージーランド 136.0 2 (↑3) 1.0 10 8.9 6 0.2 10 ▲ 4.2 7
ノルウェー 128.0 3 (±0) 124.0 6 8.6 7 0.5 9 ▲ 0.9 10
シンガポール 126.0 4 (↑7) 4.8 9 12.8 4 0.1 10 ▲ 3.0 9
オーストラリア 114.0 5 (↑15) 0.6 10 16.7 2 0.1 10 ▲ 2.8 9
フィンランド 112.0 6 (↑1) 95.2 7 5.5 8 0.7 8 ▲ 3.5 7
ベトナム 99.0 7 (↑1) 0.2 10 29.2 1 0.0 10 ▲ 3.4 8
アイルランド 98.0 8 (↑8) 321.5 4 3.8 9 1.7 5 0.0 10
香港 91.0 9 (↑4) 3.9 9 2.4 10 2.1 4 ▲ 5.8 4
韓国 90.0 10 (↓8) 12.7 9 12.7 4 1.5 6 ▲ 2.5 9
スイス 84.0 11 (↑11) 252.5 5 11.0 6 1.4 6 ▲ 2.4 9
台湾 80.0 12 (↓11) 0.2 10 21.8 1 1.3 7 3.8 10
デンマーク 78.0 13 (↓4) 164.4 6 12.0 5 1.3 7 ▲ 4.1 7
イスラエル 72.0 14 (↑5) 450.5 1 0.2 10 0.7 8 ▲ 3.6 7
米国 72.0 14 (↑19) 382.1 2 5.0 8 1.8 4 ▲ 1.0 10
トルコ 71.5 16 (↓12) 335.3 3 14.2 3 0.8 8 1.7 10
カナダ 65.0 17 (↑15) 186.5 6 15.0 3 1.2 7 ▲ 4.3 7
カタール 65.0 17 (↑6) 239.7 5 13.1 4 0.4 9 ▲ 5.8 5
ロシア 63.0 19 (↓2) 115.6 6 6.8 8 3.2 1 ▲ 3.2 8
オランダ 60.0 20 (↑5) 441.5 2 13.0 4 0.8 8 ▲ 3.5 8
ベルギー 55.0 21 (↑25) 322.1 4 11.4 5 1.4 6 ▲ 5.1 6
南アフリカ 55.0 21 (↑14) 90.4 7 3.9 9 4.9 1 ▲ 5.9 4
スウェーデン 54.0 23 (↑5) 542.7 1 12.2 5 1.0 7 ▲ 3.3 8
マレーシア 54.0 23 (↓9) 99.3 7 14.6 3 0.4 9 ▲ 8.2 2
インドネシア 50.0 25 (↑5) 36.0 8 7.5 7 2.6 3 ▲ 7.9 2
メキシコ 50.0 25 (↑13) 72.9 7 4.0 9 9.9 1 ▲ 6.5 3
タイ 50.0 25 (↓16) 10.9 9 36.6 1 0.4 9 ▲ 9.6 1
パキスタン 49.0 28 (↓16) 18.0 8 15.3 3 2.3 4 ▲ 4.3 6
オーストリア 48.0 29 (↑8) 303.6 4 8.2 7 1.5 5 ▲ 6.4 4
日本 48.0 29 (↓24) 32.3 8 18.1 2 1.9 4 ▲ 3.1 8
UAE 48.0 29 (↓15) 296.3 4 7.7 7 0.3 9 ▲ 7.9 2
サウジアラビア 45.5 32 (↓15) 18.3 8 22.3 1 1.3 6 ▲ 5.3 5
ポーランド 44.0 33 (↓5) 405.2 2 4.8 8 2.7 3 ▲ 4.9 6
英国 42.0 34 (↑15) 289.4 4 1.5 10 2.8 2 ▲ 7.9 3
インド 40.5 35 (↓8) 89.7 7 43.2 1 0.8 8 ▲ 8.0 2
フランス 39.0 36 (↑9) 478.6 1 8.7 6 1.3 7 ▲ 5.3 5
ドイツ 38.5 37 (↓16) 212.9 5 12.7 5 2.9 2 ▲ 4.4 6
フィリピン 36.0 38 (↓7) 57.6 8 16.6 2 1.5 6 ▲ 14.4 1
イタリア 35.0 39 (↑8) 332.4 3 7.4 7 2.4 3 ▲ 6.3 4
チリ 35.0 39 (↑3) 328.1 3 12.2 5 1.7 5 ▲ 6.0 4
ポルトガル 32.5 41 (↓5) 415.1 2 1.2 10 2.4 3 ▲ 6.9 3
スペイン 32.5 41 (↑9) 352.6 3 6.0 8 1.7 5 ▲ 8.2 2
ブラジル 32.0 43 (↓9) 355.2 2 11.2 6 3.0 2 ▲ 5.0 6
アルゼンチン 28.0 44 (±0) 335.4 3 18.8 2 1.6 5 ▲ 5.7 5
チェコ 28.0 44 (↓5) 866.3 1 2.8 10 2.0 4 ▲ 6.6 3
エジプト 28.0 44 (↓18) 9.8 9 15.0 3 6.3 1 ▲ 5.4 5
ペルー 24.0 47 (±0) 249.3 5 10.6 6 3.2 2 ▲ 10.5 1
ギリシャ 21.0 48 (↓8) 208.6 6 12.9 4 2.8 2 ▲ 8.4 1
ハンガリー 20.0 49 (↓9) 481.1 1 4.7 9 4.1 1 ▲ 6.7 3
コロンビア 15.0 50 (↓7) 267.3 5 16.8 2 2.5 3 ▲ 8.9 1

（注）感染者数は累積感染者の対人口比（5/9時点、1万人あたりで表示）
　　　感染拡大率は5/9までの2週間の新規感染者の対累積感染者数比率（％表示）
　　　致死率は累積死亡者の対累積感染者数比率（5/9時点、％表示）
　　　ＧＤＰ損失は、ベースラインの見通しからみた現時点での見通しの差分（対ベースラインＧＤＰ比率）
　　　順位変化は2020年結果と比較した際の変化
（資料）ジョンズ・ホプキンズ大学、Eurostat、Datastream、各国政府統計等よりニッセイ基礎研究所作成



 

 

 

 

 

 

4｜               ｜経済･金融フラッシュ 2021-05-12｜Copyright ©2021 NLI Research Institute All rights reserved 

た国が多く、21年の「ＧＤＰ損失」を拡大させる要因になったと見られる。インドは、最近の感染

拡大の中心地となっており、「コロナ被害」と封じ込め政策による「ＧＤＰ損失」が拡大している

が、その一因として、ウイルスの変異による感染力強化や抗体の働きの低下といった影響が指摘さ

れている。日本でも年明け以降、変異株の感染例が増えている。足もとでは一部地域に対して緊急

事態宣言やまん延防止等重点措置も適用されているが、なかなか感染拡大は収束せず「コロナ被害」

が相対的に大きくなっていることから、21 年の順位は現時点で 29 位と 20 年の 5 位から大きく落

ちこんでいる。 

ワクチンの普及に関しては多くの国で接種が開始されており、早い国では（接種対象となる）成

人の大部分で接種が完了した国もある。例えばイスラエルではワクチン接種が進んだことで、新型

コロナの感染者数も抑制されている状況にある（図表 3）。 

その他の国でも、欧米の主要先進国をはじめとして年内にはワクチン接種がかなり進展する見込

みである（図表 4）。今後は変異株の脅威が高まるなかで、ワクチン普及によって感染者数が抑制さ

れていくのか、それにより経済回復がどの程度進むのかが注目される状況と言えるだろう。 

（図表 3） 

 

（図表 4） 
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主要国のワクチン接種状況

（日次）

（注）一部のデータは欠損、丸印は実績、実線は5月9日までの3週間のトレンド線

ワクチンによっては1人あたり2回の接種を要求
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（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提

供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


